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会    議    概    要 

 

会 議 の 名 称 平成２９年度第１回弘前市地域自立支援協議会 

開 催 年 月 日 平成 29 年 5 月 25 日（木） 

開始・終了時刻 14 時から 15 時 20 分まで 

開 催 場 所 弘前市役所 市民防災館（新庁舎）３階 防災会議室 

議 長 等 の 氏 名 弘前学院大学 社会福祉学部 講師 立花 茂樹 

出 席 者 

（ １ ６ 名 ） 

弘前市地域自立支援協議会委員 

障がい者生活支援センター「すみれ」 所長 川村 和康 

地域生活支援センターぴあす 所長 三浦 暢子 

仙知会相談支援事業所 管理者 齊藤 一明 

弘前市障害者生活支援センター 所長 外﨑 理香 

障害児・者サポートセンター大清水 園長 村上 伸也 

社会福祉法人七峰会 拓心館グループ総合施設長 高橋 正安 

社会福祉法人抱民舎 就労部長 今村 健＜新任＞ 

弘前第二養護学校 校長 川口 晃世＜新任＞ 

特別養護老人ホーム「福寿園」 園長 長尾 春夫 

弘前市身体障害者福祉連合会 理事 山内 清一 

弘前地区心身障害児者父母の会連合会 会長 大髙 義昭 

弘前保健所管内精神障害者家族会いずみの会 副会長  會津 茂子 

弘前市社会福祉協議会 事務局次長兼岩木支部長 安田 昭弘 

弘前学院大学 社会福祉学部 講師 立花 茂樹 

弘前公共職業安定所 所長 三橋 聖男＜新任＞ 

中南地域県民局地域健康福祉部福祉総室 次長 野呂 敏夫 

＜新任＞  

欠 席 者 

（ ５ 名 ） 

NPO 法人 光の岬福祉研究会 代表理事 太田 真 

弘前市医師会 副会長 秋山 邦男 

弘前第一養護学校 校長 成田 安男＜新任＞ 

㈱弘前ドライクリーニング工場 代表取締役 久保 弘之 

弘果 弘前中央青果㈱ 総務部長 大中 実 
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事 務 局 職 員 の 

職 氏 名 

健康福祉部長          赤石  仁 

健康福祉部理事         須郷 雅憲 

福祉政策課長          今  敏行 

福祉政策課長補佐        秋田 美織 

福祉政策課障がい福祉係長    佐藤 龍太 

障がい福祉係 社会福祉主事   葛西智恵美 

会議の議題 

１ 委嘱状交付 

２ 副市長あいさつ 

３ 会議 

（１）平成 29 年度弘前市地域自立支援協議会専門部会の活動に 

ついて 

（２）第５期障がい福祉計画策定に係るアンケート（案）に 

ついて 

（３）その他 

会議資料の名称 

資料１ 平成 29 年度弘前市地域自立支援協議会専門部会の 

活動について 

資料２ 弘前市障がい福祉計画第５期計画について（概要） 

資料３－１ 福祉に関するアンケート調査（案）について 

資料３－２ 障がい福祉関係事業所アンケート（案）について 

アンケート調査に関する意見票 
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会 議 結 果  

１ 委嘱状交付 

 

２ 副市長 

あいさつ 

 

３ 開会 

 

４ 会議 

（１）平成 29 年度

弘前市地域自立支

援協議会専門部会

の活動について 

 

（２）第５期障がい

福祉計画策定に係

るアンケート（案）

について 

 

 

（３）意見等 

委員 

 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 新任委員に委嘱状交付。 

 

 

 

 

 会議定足数（21 名中 16 名出席）の確認 

 

 

案件（１）平成 29 年度弘前市地域自立支援協議会専門部会の

活動について、事務局から説明。 

 

 

 

案件（２）第５期障がい福祉計画策定について、事務局から

策定方針、福祉に関するアンケート調査（案）及び障がい福祉

関係事業所アンケート（案）を説明。 

・設問内容は、経過を見るために前回と同じものとし、困りご

との相談方法、避難所で心配なことを追加した。 

 

 

成果目標に医療的ケア児の支援の協議の場を設置とあるが、

ケアが必要な児童の人数や実態などは把握しているのか。医療

的ケア児への対応についてどう検討していくのか。 

 

実数把握も含め今後検討する。 

 

事業所向けのアンケート内、事業名の欄に「相談支援事業所」

も含めて意見を集約してもらいたい。 

障がいを持つ方に対するアンケート中、問 14（日常生活の支

援の状況）の回答が精神障がい者に必要な支援の状況を表して

いる項目がないため、例えば精神行動障がいについての回答項

目を増やしてほしい。 

 

アンケートにルビがついているが読みにくいため、字体等含

めて検討してもらいたい。 

障がいを持つ方に対するアンケートは、手帳を有する人を調

査対象としているが、難病を有する人が含まれていない。難病

を持つ方たちの現状を把握する意味でも調査対象に含められな
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事務局 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

３ 閉会 

 

いか。視覚障がいを有する方の回答方法について検討が必要。

（紙ベースで送付しても読めない可能性大） 

事業所向けのアンケートについて、新規開設予定のサービス

等についての設問があるが、平成 30 年度開始予定のサービスに

ついてはどのようにするつもりか。また、サービスの実施目標

についてもどのようにするつもりか。 

 

６月に予定されている県の説明会を受けて検討する。 

 

アンケート対象を手帳を有する人に限定しているが、発達障

がい等で手帳を持たない人の様子についてはどう把握するか。  

地域活動支援センターや相談支援事業所の利用・相談経験の

ある手帳を持たない人に対して、アンケートを実施してはどう

か。また、発達障がいを持つ人が、精神科病院へ通院している

可能性もあるため、病院にアンケート用紙を設置し協力を依頼

することはできないか。 

 

手帳を持たない発達障がいを有する人に対するアンケート内

容については今日提示したアンケート案の内容の変更も含め検

討する。その際は地域活動支援センターへ依頼するのでよろし

くお願いしたい。 

アンケートについて、更に意見等ある場合は、事務局に意見

票を提出し、事務局で内容について検討する。 

 

（会議終了） 

その他必要事項 

・会議の公開、非公開（公開） 

・取材（陸奥新報社記者１名） 

 


